
令和７年度 学校評価 

箕面自由学園小学校 

１ めざす学校像 

「学習」「マナー」「課外活動」の３つがバランスよく調和し、自由でのびのびした校風を礎に、自主自立の 

精神旺盛な豊かな人間性を育むことができる学校。 

① 児童一人一人が自ら夢と希望を育み、それを実現するために必要な学力を獲得することのできる学校。 

② 体力・運動能力の向上を図ることのできる学校。 

③ 児童が互いに共感と信頼で結ばれ、安全・安心をもって学校生活を送ることのできる学校。 

 

２ 中期的目標 

１．教育内容の見直しと向上 

（１）五感を使った学びと体験を盛り込んだ教科年間指導計画の実践により、知識を深堀しながら定着を図る。 

①教科横断型の学びにより、知識をさらに広く深い学びへとつなげることを目指す。 

②社会見学・宿泊行事を通して、本物を体験する。 

（２）本校の特色ある教育として 1年次から以下の科目を設定し、独自のカリキュラムによって学びを広げる。 

    ①理科  ②情報  ③英語（国際交流） 

（３）4年次からは、各コースの特徴をいかし、希望の進路実現に向けた学習力を育む。 

４～６年生 
文理コース（旧発展コース） 週当たり 英語が１時間多い（英語演習） 

理数コース（旧進学コース） 週当たり 理科が１時間多い（理科演習） 

（４）ICT 機器の活用をさらに進め、学びを広げ深める。 

    ①全教科において ICT機器やアプリを活用した授業展開を行う。 

    ②情報科でのプログラミング教育により、論理的思考力を養う。 

２ 人間力の育成  

（１）少規模をいかした縦割り活動と幼～高までの学園異年齢交流により、自身の成長を実感させる。 

（２）教科学習・行事では、目標に向けてチャレンジ精神を持ち、自身の未来を切り開く力を養う。 

（３）自然の中での体験活動を通じて、集団の中での個々の成長を促す。 

３ 規律とマナーのある信頼関係の育成 

（１）「9つの約束」を通じて、自発的な行動を促し定着させる。 

（２）伝統行事を通じて、自国の文化を学び、自然や人への感謝の心を育む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 本年度の取り組みおよび自己評価 

今年度の 

重点目標 

具体的な取組み・内容 

 

評価指標 

 

学校評価 

1．学習指導

の充実 

   

（１）授 

業力の向上 

 

 

 

 

 

・各学年に応じた学習方

法の研究 

・理科教育の充実 

・新任授業研修の実施 

・教科指導研修の実施 

 

 

・多彩な授業で、思考力を育てて

いるか。 

・自然豊かな環境を利用して理

数科目への興味関心を育てて

いるか 

・各教員による教材研究を共有

し、自身の授業力アップへと

つなげるようにしているか 

・少人数による学年・コースに応

じた授業内容の工夫により、児

童一人一人が深く学び、考える

機会を設定できた。 

・低学年より理科を専科教員が担

当し、高学年への学びの動機づ

けとした。民間事業者による出

張授業も、積極的に取り入れて

いる。 

・授業研修後に、教育顧問を交え

た反省会を設定し、授業につい

て情報交換を行った。 

・長期期間中に、教科指導研修を

行った。 

【保護者ｱﾝｹｰﾄ】 

 授業が楽しくわかりやすい。 

前年度比 91％⇒94％ 

（２）学習

指導計画に

基づく基礎

学力の定着 

 

 

 

・学習指導計画単元 

一覧表をもとに年間計

画の作成 

・単元により、教科横断

での学びを積極的に行

う 

・検定の実施 

・外部模試の実施 

・年間指導計画の作成ができた

か 

・児童の状況に合わせた指導計

画が作成できているか 

・教科横断による学習活動がす

すめられているか 

・検定に向け対策指導ができて

いるか 

・外部模試により、基礎学力の定

着を確認できたか 

 

・全教科年間指導計画のﾃﾞｰﾀ作成

と保存により、共有がｽﾑｰｽﾞに

できた。 

・本校の特色として教科横断の学

びを広げる取り組みを行った。 

・教科横断の活動は、保護者に発

信し周知を図った。 

・外部模試・検定試験について、

試験前の対策と、試験後の弱点

ﾌｫﾛｰについて各教科で実施し

た。 

【保護者ｱﾝｹｰﾄ】 

・確かな学力をつけるよう教科指

導が行われている 

 前年度比 89％⇒90％ 

・落ち着いた雰囲気の中で授業を

行っている。 

前年度比 83％⇒79％ 



（３）ＩＣＴ

教育の向上 

 

 

 

・プログラミング専科教

員による授業を開設 

・メタｍojiの活用。 

・Googleクラスルームの

活用 

・定期的に教職員の研修を実施

したか。 

・授業での iPad活用を進めるこ

とができたか。 

・Googleクラスルームにより、

教材や保護者へのお知らせな

どを発信できたか 

・「メタ moji」教員研修会を複数

回実施した。 

・各教科で、iPadを活用した授

業を行った。 

【保護者ｱﾝｹｰﾄ】 

 ﾀﾌﾞﾚｯﾄを活用した ICT教育を教

育活動に取り入れるよう努めて

いる。 

 前年度比 96％⇒97％ 

２．人間力の

育成 

   

（１）言語活

動の充実 

 

 

 

 

・全学年で、国語の 

を中心に書く伝える力

を育成する。 

・日本語の特色や言語の

豊かさを理解し、自分

で考え、書く、伝える

ことを学ぶ。 

・授業の成果物として、作文や論

文を作成できたか。 

・全教科で、言語活動の充実を意

識した取り組みができたか。 

・毎学期の「希望」「思い出」作

文を書き、学年代表者が朝会で

発表をした。 

・各教科でﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ発表や、

討論等、考えをまとめ発信する

ことを意識した。 

・発表内容は、ｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄにま

とめ、次学年へ引き継いだ。 

（２）国際教

育の充実 

・英語の４技能、基礎習

得に加え、グローバル

社会で活躍できる素地

をつける。 

・毎日英語に触れる機会

を設ける。 

・1～4年生の英語はﾚﾍﾞﾙ

別 2展開で行う。 

・確かな学習の積みあげができ

たか。 

・ﾈｲﾃｨﾌﾞ教員と英語教員による 2

展開授業を行ったか。 

 

・英語ﾚｼﾃｰｼｮﾝｺﾝﾃｽﾄを実施し、学

年代表者が発表できた。 

・1～4年生の英語はﾚﾍﾞﾙ別 2展

開で行った。 

・海外とｵﾝﾗｲﾝによる交流や文化

を学ぶ機会は減少した。 

【保護者ｱﾝｹｰﾄ】 

姉妹校交流など国際交流が積極

的に行われている。 

前年度比 98％⇒85％ 

（３）異学年

交流の充実 

・登下校・清掃活動等を 

縦割りで行う。 

・宿泊行事等を異学年で

実施する。 

・幼中高の園児生徒との

交流機会を設定する。 

・上級生が手本となり、下級生の

ﾛｰﾙﾓﾃﾞﾙとなっているか。 

・自主自立の活動につなげるこ

とができているか。 

・幼中高で関われる機会を設定 

できたか。 

・日常の活動や行事を通じて、上

級生が積極的に下級生に関わる

ことができた。 

・課外活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等、高校生が

日常参加する機会が設定でき

た。 

・幼稚園との交流も各学期に複数

回設定できた。 

【保護者ｱﾝｹｰﾄ】 

 小学校内や学園内で異学年交流

が行われ、児童の成長にﾌﾟﾗｽと

なっている。 

 今年度 94％ 



３．規律とﾏﾅ

ｰある信頼関

係の育成 

   

（１）あい

さつの大切

さと定着 

・あいさつすることの意

味を伝える学級指導 

・児童が自発的に挨拶を行って

いるか。 

・登校時のあいさつ運動をはじ

め、しっかりあいさつができて

いる。 

（２）授業

の規律とﾏﾅｰ

の徹底 

 

・あいさつ、立ち方、座

る姿勢等、行儀につい

ての指導を行う 

 

・落ち着いて授業をうけること

ができているか。 

・日々の授業で確認ができてい

るか。 

・「9つの約束」を意識して教育

活動を行っている 

【保護者ｱﾝｹｰﾄ】 

 学校は子どもの間違った行動を

指導してくれる。 

 前年度比 92％⇒93％ 

（３）登下校

指導 

 

 

・下学年を気遣い集団で

安全に登校する。 

・教員による登下校指導

を行う。 

・安全に登下校することができ

ているか。 

・マナーを守って集団での登下

校ができているか。 

 

・登下校時に桜井駅及び春日町四

丁目で指導を行った。 

・高学年を先頭に 2 列で並んでの

登校が定着している。 

・学期に複数回、ｽｸｰﾙﾊﾞｽに添乗し

車内ﾏﾅｰ指導を行った。 

【保護者ｱﾝｹｰﾄ】 

 健康管理や安全管理に気を付け

安心して学校生活を送れる環境

となっている。 

 前年度比 95％⇒96％ 

 

 

【2024・2025（令和６・7）年度学校評価アンケート調査結果】 

（１）学園の建学の精神に沿った教育活動が行われている。 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２５ ６６％ ３０％ ３％ １％ 

（２）子どもは学校へ行くのを楽しみにしている。 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２４ ６４％ ３１％ ４％ １％ 

２０２５ ７４％ ２４％ １％ １％ 

（３）子どもは、授業が楽しくわかりやすいといっている。 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２４ ５０％ ４１％ ９％ ０％ 

２０２５ ５３％ ４１％ ５％ １％ 

（４）子どもたちの声に耳を傾けながら学校運営や教育活動が行われている 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２４ ５３％ ４０％ ６％ １％ 

２０２５ ５６％ ３４％ ９％ １％ 

 



（５）子どもたちの健康管理や安全管理に気を付け、安心して学校生活を送れる環境となっている 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２４ ５１％ ４４％ ４％ １％ 

２０２５ ６４％ ３２％ ４％ ０％ 

（６）小学校内や学園内で異学年（縦割り）交流が行われ、児童の成長にプラスとなっている。 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２５ ８３％ １１％ ５％ １％ 

（７）姉妹校交流など国際交流が積極的に行われている。 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２５ ４９％ ３６％ １４％ １％ 

（８）学校は、行事や教育活動を通じて、教育方針をわかりやすく伝えている 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２４ ５８％ ４１％ １％ ０％ 

２０２５ ６８％ ２７％ ４％ １％ 

（９）落ち着いた雰囲気の中で授業を行っている 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２４ ６５％ １８％ １３％ ４％ 

２０２５ ４１％ ３８％ １７％ ４％ 

（10）確かな学力をつけるよう教科指導が行われている 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２４ ５３％ ３６％ １０％ １％ 

２０２５ ５０％ ４０％ ９％ １％ 

（11）日常の教育活動や行事などに、体験活動を取り入れるように努めている。 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２５ ８５％ １４％ １％ ０％ 

（12）タブレットを活用した ICT教育を、教育活動に取り入れるよう努めている。 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２５ ６３％ ３４％ ３％ ０％ 

（13）ホームページ・ブログ・学校だより・学級（学年）通信などで学校や子どもの様子を知ることができる 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２４ ６８％ ２９％ ３％ ０％ 

２０２５ ７０％ ２６％ ４％ ０％ 

（14）学校は子どものまちがった行動を指導してくれる 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２４ ４６％ ４６％ ６％ ２％ 

２０２５ ５８％ ３５％ ５％ ２％ 

（15）学校は事故防止に配慮するとともに児童の安全確保（不審者対応等）に取り組んでいる 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２４ ４９％ ４６％ ３％ ２％ 

２０２５ ５６％ ３４％ ５％ ４％ 

 



（16）学校の施設・設備は学校環境面でほぼ満足できる 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２４ ４９％ ３２％ １６％ ３％ 

２０２５ ４５％ ３６％ １７％ ２％ 

（17）学校給食について、おいしさ、メニューの豊富さ、栄養のバランスの良さなど期待しているとおりである 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２４ ６７％ ２５％ ７％ １％ 

２０２５ ６５％ ２９％ ５％ １％ 

（15）ＰＴＡ活動（親子交流会など）には、参加しやすい 

 そう思う だいたい、そう思う あまり思わない 思わない 

２０２４ ４９％ ３７％ １３％ １％ 

２０２５ ５６％ ３８％ ５％ １％ 

 

4 学校自己評価のまとめ 

年間を通じて 「実践と体験をとおして、教養高い社会人を育てる学校」としてのブランド力向上を念頭

に、五感を使った体験と学びを推進してきた。 

（１）教科指導 

教科年間指導計画（教科横断・英語教育のカリキュラムの強化）作成を実践した。特に、教科横断の学び

は、担任と専科、専科教員間での情報共有が欠かせず、今後も意識して共有・発信することとした。 

また、英語教育については、低学年でのカリキュラムを外部専門家と連携しながら見直しを行い 4技能 

の向上において成果が見られた。但し、姉妹校他の海外とのつながりは、授業内での取り組みが少なくな

っていることが、次年度の課題である。 

（２）授業研修の推進（進学コース指導強化に伴う新コース設定） 

年間を通じて、ICTを取り入れた授業研究として、外部講師を招聘し Meta Mojiに関する研修を行った。 

その他の研修としては、新任研修として研究授業を行い、お互いの授業について情報交換や教育顧問から

のアドバイスを得ることができた。 

進学指導については、指導の進度や内容の情報交換を行い、両コース共に受験に向け学力向上を意識する

ことができた。私学テストのデータ分析も全教員に共有をしている。 

特に、高学年の算数は、各学年共に実力をつけているが、国語に関しては、検定試験への取り組みも含め

て課題が残る。 

（３）ICTの推進 

学習アプリ（Meta Moji）については外部講師の研修を通じて、授業での取り組みも積極的に行うことが

できた。 

2024年度より「Googleクラスルーム」を導入し、学校・児童・保護者との連携や授業内容を深める取り

組みができてきた。 

但し、タブレット使用ﾙｰﾙについては、高学年で課題がありﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞや時間制限等のﾊｰﾄﾞ面だけではなく、

情報モラルを低学年から繰り返し指導することが必要である。 

（４）行事について 

宿泊行事では、各行事において「つけたい力」をﾘｽﾄ化し、学年ごとに目標設定を明確にすることが 

できた。 

また、遠足・社会見学では、公共交通機関を利用し、少人数ならではのﾌｯﾄﾜｰｸの良さで、多くの体験に取

り組むことができた。 



（５）放課後の課外活動 

多彩な課外講座の中でも、進学発展演習（校内塾）と学童保育（わくわく HOME）は、ﾆｰｽﾞが高く参加者も

多いため、本校の特色ある取り組みとして継続をしていきたい。今年度は、箕面自由学園育英社に学童保

育を委託し、ｽﾀｯﾌに教職員＋大学生＋中高生を迎えて開講できた。これにより、新たな学園内のつながり

が確立された。小学生・中高生共に成長へのメリットが多く、今後も継続を希望する。 

（５）その他 

3年続けて入学者の募集については、専願者の増加により、2026年度新入生も 2クラス体制（51名入学）

となった。また、併設中学校・高等学校のレベル上昇に伴い、本校では、これまでの豊かな体験学習と合

わせて、併設中学校入試を越えられる基礎学力をつけることが明確となってきた。このような状況を受

け、カリキュラム・コース体制だけではなく、授業力が問われるところとなる。引き続き、新カリキュラ

ム移行の取り組みを進めつつ、今後も、次世代を担う「教養高い社会人」となるための土台作りを行って

いきたいと考える。 

 


